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中学校 道徳科学習指導案 

 

１ 主題名  差別や偏見のない社会の実現 内容項目［Ｃ 公正、公平、社会正義］ 

 

２  ねらい  差別や偏見をなくすためにはどうしたらよいかを考え、話し合うことを通

して、道理にかなって正しいことを自ら認識し、それに基づいて適切な行為

を主体的に判断し、実践しようとする態度を養う。 

    教材名  「 今も消えない同和問題 」（出典 平成２９年度埼玉県人権教育実践報告

会発表作文集はばたき第４１集 埼玉県教育委員会） 

       

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容について 

   本主題は、正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社

会の実現に努めることをねらいとしている。公正さとは、分配や手続きの上で公平で

偏りがなく、明白で正しいことを意味する。道理にかなって正しいことを自ら認識し、

それに基づいて適切な行為を主体的に判断し、実践しようとする意欲や態度をもつこ

とである。そして、公平に接するためには、偏ったものの見方や考え方を避けるよう

努めることが大切である。 

    指導に当たっては、「見て見ぬふりをする」や「避けて通る」という消極的な立場ではな

く、不公正な言動を断固として否定するほどのたくましい態度が育つように指導することが

大切である。さらに、世の中からあらゆる差別や偏見をなくすように努力し、望ましい社会

の理想を掲げて、公平で公正な社会の実現に積極的に努めていけるよう工夫する必要があ

る。 

 

（２）これまでの学習状況及び生徒の実態について －略－ 

    

（３）教材の特質や活用方法について 

   同和問題は、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別に由来するもので、同

和地区に生まれ育ったということを理由とした不合理な偏見により、交際を避けたり、

結婚を取りやめたりするなど、基本的人権の侵害に関わる重大な問題である。 

   本教材は、県内の中学生が書いた作文で、同和問題に関する啓発映画の視聴をきっ

かけに、同和問題に対する関心を深め、自分の身に置き換えて考えながら、差別の解

消に向けて気持ちを綴った作品である。この作文における問題提起を契機として、心

理的差別の一つである結婚に関する差別について、自分の身に置き換えて具体的に考

え、差別や偏見をなくすような積極的な態度を身に付けていけるよう話合いを深めて

いきたい。 

 

４ 人権教育上のねらい（個別の人権課題「同和問題」） 

  作文を基にした話合い活動を通して、同和問題に関する心理的差別の解消に向けて、積極的

に努めていこうとする態度を育てる。 
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５ 人権教育上の視点 

（１）心理的差別の解消に向けて、自分のこととして共感的に差別の問題点をとらえようとして

いる。（価値・態度） 

（２）どうしたら心理的差別をなくしていけるかを具体的に考えることができる。（技能） 

 

６ 学習指導過程                       ◎人権教育上の配慮 

 
学習活動・主な発問 

予想される生徒の 

反応 

・指導上の留意点 

☆評価の視点 

 

 

 

 

 

 

導 

 

 

 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・武士 ・百姓 

・町人 ・えた身分  

・ひにん身分 など 

・えた身分 

・ひにん身分 

 

 

・本時のねらいを踏まえ、歴史

的内容に踏み込み過ぎない

ようにする。 

 

 

 

・歴史的過程で身分差別が

形づくられ、それに由来

する差別が現在も存在す

ることを確認する。 

・「部落差別解消推進法」

（資料）を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

２ 教材「今も消えない同

和問題」の読み聞かせを

聞き、話し合う。 

(1)人権問題の意識調査の

結果を見て、「大きな衝

撃を受けた」とは、どの

ような思いからだろう。 

  

 

 

(2）自分が結婚することに

なった時、結婚相手の出

身地によって、自分は結

婚を考え直すだろうか。 

 

 

 

 

・差別のない世の中

になってほしい。 

・出身地を気にして

いる人がいるとは

思わなかった。 

 

 

・気にしない。 

・住んでいる場所は

関係ない。 

 

 

 

 

 

・ワークシートに思ったことや

感じたことを書かせる。 

・学級の実態によっては、「あ

なた（生徒自身）は、人権問

題の意識調査の結果を見て

どう思うか」を尋ねる。 

 

・可否どちらの意見にも、共感

的な態度で意見や考えを受

け入れる。 

 

 

差別や偏見をなくすには、どうすればよいだろうか。 

１  江戸時代の身分制度の

歴史や仕組みを振り返

る。  

(1) 江戸時代の身分を発

表しよう。 

  

(2) 差別を受けていた身

分を発表しよう。 

(3)現在、その差別はど

うなったのだろう。  

（補助発問） 

  なぜ平成にもなって

この法律が制定された

のだろう。 

MAC
タイプライターテキスト
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展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補助発問） 

  次の人たちに反対さ

れた場合、結婚を考え直

すだろうか。 

①友達 ②家族  

 

 

 

 

 

(3)自分の周囲の人たちか

ら反対されると、結婚に

迷いが生じるのはなぜ

だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)その迷いを乗り越えて

いくためには、どうした

らよいのだろう。 

 

 

 

 

 

・反対されたら、考

えるかもしれな

い。 

・差別する考えは許

せない。 

・差別や偏見をなく

したい。 

・悩んでしまう。 

 

・周囲の人たちから

孤立してしまうの

が怖い。 

・できれば周囲の人

全員から賛同を得

て祝福されたい。 

・周囲から反対され

て迷いが生じるな

ら、そもそも本当

には愛していない

のでないか。 

 

・出身地とその人の

価値は別であり、

出身地で人を差別

しない。 

・勇気を出して、自

分の意志を強くも

つ。 

・自分の立場に置き

換えて考えるよう

にする。 

・情報を正しく理解

し判断していく。 

 

 

◎生徒が自分のこととして現

実的に考えられるように、具

体的に身近な人間が反対し

た場合を設定して、生徒の判

断を揺さぶる。（価値・態度） 

 

 

 

 

・ワークシートに思ったことや

感じたことを書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小グループで、どうしたらよ

いのかを話し合わせる。 

◎一般論にとどまらず、現実的

で具体的に考えるように助

言する。（技能） 

☆友達の考えを聞きながら、差

別や偏見のない社会を実現

するにはどうしたらよいか

を多面的・多角的に考えてい

る。 

 

終 

 

末 

 

３ まとめ 

これまでの自分を振り

返り、今後の生き方につ

いて考える。 

 

・自分の意見や考え

をまとめること

で、現在の自分の

行動や考えを深く

 

・書く活動を通して、これまで

の自分をじっくり振り返ら

せる。 
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終 

 

 

 

末 

 

 

見つめる。 

・様々な差別を許さ

ない態度をもちた

い。 

・何か調べようとす

る際などに、イン

ターネットなどの

情報に惑わされな

いようにしたい。 

☆自分の経験をもとにしなが

ら、偏見や差別の不当性、差

別解消の重要性等について

考えている。 

・正しい情報を把握し、適切な

判断で偏見や差別を許さな

い意識をもたせる。 

 

 

７ 他の教育活動等との関連 

事前指導 
・帰りの会で「公正・公平」について、生徒の実態を把握するためのアン

ケートを実施する。 

学級活動 

・「人権感覚育成プログラム増補版（学校教育編）」収録のプログラム「新

しい大陸に向けた航海」の授業を行い、お互いの考えを尊重する態度を

養う。 

社会科 ・江戸時代の身分制度を学習し、差別の歴史を認識する。 

技術・家庭科 
・（技術分野）インターネットで情報を入手する場合、間違いや偽情報に

注意する必要があるなど、情報モラルの必要性について理解する。 

道徳科 

・教材名「今も消えない同和問題」を学習する。 

・道理にかなって正しいことを自ら認識し、それに基づいて適切な行為を

主体的に判断し、実践しようとする態度を養う。 

事後指導 
・帰りの会で「私たちの道徳」の１６０ページを読み、その部分を廊下に

掲示する。 

家庭との連携 ・授業の感想を掲載した道徳通信を発行し、家庭での話題にしてもらう。 

 

８ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

・課題の解決に向け、様々な視点から公正や公平について考え話し合っている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

・公正や公平であることの大切さについて自分との関わりで考えている。 
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９ 板書計画 
 

 
 

 

 
 

◎
私
が
「
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
だ
ろ
う
。 

 
 
 

 
・
出
身
地
を
気
に
し
て
い
る
人
が
い
る
の
は
驚
き
だ
。 

 
 
 

 

・
差
別
の
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

  
 

◎
自
分
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
結
婚
相
手
の
出
身
地
に
よ
っ
て
、 

○
自
分
は
、
結
婚
を
考
え
直
す
だ
ろ
う
か
。 

・
気
に
し
な
い 

○
次
の
人
た
ち
に
反
対
さ
れ
た
場
合
、
結
婚
を
考
え
直
す
だ
ろ
う
か
。 

①
友
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
分
の
こ
と
だ
か
ら
、
友
達
は
関
係
な
い 

 
 

②
家
族 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迷
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
別
を
す
る
の
は
許
せ
な
い 

 

◎
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
反
対
さ
れ
る
と
、
結
婚
に
迷
い
が
生
じ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。 

 

・
多
く
の
人
か
ら
祝
福
さ
れ
た
い
。 

・
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
の
が
怖
い
。 

 

◎
乗
り
超
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。 

・
出
身
地
と
そ
の
人
の
価
値
は
別
で
あ
り
、
出
身
地
で
人
を
差
別
し
な
い
。 

・
勇
気
を
出
し
て
、
自
分
の
意
志
を
強
く
も
つ
。 

 

・
自
分
の
立
場
に
置
き
換
え
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。 

 

・
情
報
を
正
し
く
理
解
し
判
断
し
て
い
く
。  

 
 

           

 

１０ 資料 

部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２８年１２月１６日施行） 

（全文はＰ３５を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気
に
す
る 

気
に
し
な
い 

気
に
す
る 

気
に
し
な
い 

第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部

落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の

享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されないものであると

の認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落差別の解消

に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするととも

に、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、もっ

て部落差別のない社会を実現することを目的とする。 

「
今
も
消
え
な
い
同
和
問
題
」 
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ワークシート 

「今も消えない同和問題」 
     

  年   組   氏名                    

 

 １ 人権問題の意識調査の結果を見て、私が「大きな衝撃を受けた」のは、どのような

思いからだろう。 

 

 

 

 

 

 

 ２ 周囲の人たちから反対されると、結婚に迷いが生じるのはなぜだろう。 

 

 

 

 

 

 

  ３ 本時の学習を振り返り、今後の生活に生かしていきたいことをまとめよう。 
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例
え
ば
、
自
分
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
出

身
地
が
原
因
で
相
手
や
相
手
の
家
族
に
反
対
さ
れ
た
ら
。

出
身
地
が
原
因
で
友
達
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
ら
。
出
身
地

が
原
因
で
何
か
を
言
わ
れ
た
り
、
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
た
り
、

い
じ
め
を
受
け
た
り
し
た
ら
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
私
は
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
出
身
地
を
言
う
の

が
嫌
に
な
り
、
怖
く
な
る
だ
ろ
う
。
い
じ
め
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
何
気
な
い
書
き
込
み
や
、
小
さ
な
一
言
で
す
ぐ
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
差
別
は
続
い
て
い
く
の
だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
は
本

当
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
い
じ
め
て
や
ろ
う
と
い
う

意
識
が
な
く
て
も
、
人
を
簡
単
に
深
く
傷
つ
け
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
悪
気
が
な
く
て
も
、
い

じ
め
の
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
、

い
じ
め
は
犯
罪
だ
と
思
う
。
人
の
心
を
傷
つ
け
る
の
は
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
罪
だ
と
思
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を
生
ま
な
い
た
め
に
も
、
み
ん
な

に
も
是
非
一
度
、
こ
の
問
題
を
真
剣
に
自
分
に
置
き
換
え

て
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
今

も
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
差
別
は
、

一

人

一

人

が

み

ん

な

平

等

だ

と

い

う

意

識

を

し

っ

か

り

も
っ
て
い
な
い
と
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
。
果
た
し
て
自

分
は
、
み
ん
な
平
等
だ
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
生
活
で
き

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
直
に
言
う
と
、
私
は
、
こ
の
問

題
に
真
剣
に
向
き
合
う
ま
で
は
、
そ
こ
ま
で
強
く
み
ん
な

平
等
だ
と
い
う
意
識
を
も
て
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題

を
通
し
て
、
私
は
今
も
続
い
て
い
る
差
別
を
完
全
に
解
消

さ
せ
る
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
改
め
て
人
権
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。 

全
て
の
人
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
差
別
に
つ
い
て
考

え
、
伝
え
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
た
と
き
、
差
別
は
完

全
に
解
消
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
本
来
は
、
差
別

が
な
い
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
で
き
る
世
の
中
は
、
今
か
ら
私
た
ち
で
創
っ
て

い
く
べ
き
だ
。
い
つ
ま
で
も
、
大
人
に
頼
っ
て
い
て
は
い

け
な
い
。 

  

（
出
典 

平
成
二
十
九
年
度
埼
玉
県
人
権
教
育
実
践
報
告
会
発
表 

 
 

作
文
集
は
ば
た
き
第
四
十
一
集 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
） 

  

※
作
文
中
の
「
人
権
問
題
の
意
識
調
査
」
は
、
平
成
二
十
四
年
度 

 
 

人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
（
高
知
県
）
を
指
す
。 
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今
も
消
え
な
い
同
和
問
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中 

三 

  

私
は
、
「
本
当
の
空
」
と
い
う
映
画
を
見
る
ま
で
、
人
は

誰
で
も
平
等
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
映

画
に
よ
っ
て
、
世
界
に
は
様
々
な
差
別
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
、
私
は
、
部
落
差
別
問

題
に
着
目
し
た
。
部
落
差
別
問
題
と
は
、
江
戸
時
代
頃
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
根
強
く
残
る
差
別
の
こ
と
だ
。
昔
は
、

え
た
身
分
、
ひ
に
ん
身
分
と
い
う
身
分
が
あ
り
、
職
業
や

婚
姻
の
自
由
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
代
で
は

同
和
問
題
と
も
言
わ
れ
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

権
問
題
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
私
は
、
二
○
一
二
年
度
に
成
人
三
千
人
に
対

し
て
行
わ
れ
た
、
人
権
問
題
の
意
識
調
査
の
「
同
和
地
区

や
同
和
地
区
の
人
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
い
う
項
目
に
注
目
し
た
。
回
答
の
第
一
位
が

「
気
に
し
た
り
、
意
識
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
」
五
十

三
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
位
が
「
結
婚
す
る
と
き
に
気
に
す
る
」

三
十
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
位
が
「
不
動
産
を
購
入
し
た

り
貸
し
た
り
す
る
と
き
に
気
に
す
る
」
九
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
、
そ
の
他
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を

見
て
、
私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
全
回
答
の
う
ち
、

約
半
数
の
人
が
、
か
つ
て
の
同
和
地
区
に
対
し
て
何
ら
か

の
差
別
意
識
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
々
か
ら
こ
の

よ
う
な
差
別
意
識
が
消
え
な
い
限
り
、
本
当
に
消
滅
し
た

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
私
が
一
番
危
険
だ
と
思
う
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
身
近
に
な
っ
た
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
サ
イ
ト
な
ど
に

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
込
ま
れ
た
ら
、
そ
れ
が
ず
っ
と

残
り
、
い
じ
め
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
実
際
に
調
べ
て
み
る
と
、
気
分
の
悪
く
な
る
よ

う
な
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
り
、
数
々
の
実
体
験
も

書
か
れ
て
い
た
り
し
た
。
な
ぜ
百
年
以
上
経
っ
て
い
る
今

で
も
こ
の
よ
う
な
差
別
や
偏
見
が
な
く
な
ら
な
い
の
か
と
、

苛
立
ち
を
覚
え
た
の
と
同
時
に
、
と
て
も
や
り
切
れ
な
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は

な
く
、
小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
が
、
一
番
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
差

別
を
一
刻
も
早
く
な
く
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
世
代
が

差
別
や
偏
見
を
も
つ
こ
と
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
だ

か
ら
だ
。
そ
し
て
、
次
世
代
に
「
み
ん
な
同
じ
で
平
等
な

の
だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
重
要

な
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
だ
。
私
た
ち
の
世
代
が
、
自
分
は

関
係
な
い
と
、
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
ら
、
こ
の

問
題
は
い
つ
ま
で
も
続
き
、
完
全
に
解
決
す
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
私
は
、
性
別
や
住
ん
で
い
る
地
域
で
差
別
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
ま
で
様
々
な
体
験
談
を
基
に
、

す
べ
て
を
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
た
。 


